
［
報
告
］

井
上
靖
研
究
会
の
発
足

　
去
る
平
成
十
一
年
十
二
月
五
日
、
新
し
い
学
会
が
誕
生
し
た
。

　
〈
井
上
靖
文
学
の
研
究
を
推
進
し
、
研
究
者
間
の
交
流
を
は
か
る

と
と
も
に
井
上
靖
文
学
を
永
く
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
〉
と

す
る
「
井
上
靖
研
究
会
」
で
あ
る
。
発
起
人
に
名
を
連
ね
る
者
の

∵
人
と
し
て
当
日
の
発
足
の
会
に
出
席
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の

報
告
を
し
た
い
。

　
か
つ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
の
う
わ
さ
も
あ
っ
た
井
上
靖
が
亡

く
な
っ
た
の
は
、
平
成
三
年
一
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
五

月
六
日
に
は
満
八
十
四
歳
を
迎
え
よ
う
と
い
う
年
で
あ
っ
た
。
そ

の
時
か
ら
は
や
九
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
没
後
、
井
上
靖
を

記
念
し
て
二
つ
の
事
業
が
行
わ
れ
た
。
一
つ
は
、
平
成
四
年
に
井

上
靖
記
念
文
化
財
団
が
設
立
さ
れ
、
「
井
上
靖
文
化
賞
」
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
要
項
に
く
こ
の
賞
は
井
上
靖
を
記
念

し
、
日
本
文
化
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
、
文
学
・
美
術
・
歴
史

工
　
藤

茂

等
の
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
人
・
団
体
を
顕
彰
す

る
も
の
で
あ
る
〉
と
あ
る
。
第
一
回
の
顕
彰
は
平
成
五
年
に
行
わ

れ
、
小
沢
征
爾
（
指
揮
者
）
が
受
賞
し
て
い
る
。
第
二
回
以
降
の

受
貧
者
は
以
下
の
と
お
り
。

　
第
二
回
　
　
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（
日
本
文
学
研
究
家
）

　
第
三
回
　
　
陳
舜
臣
（
作
家
）

　
第
四
回
　
　
白
土
石
夫
と
日
本
中
国
文
化
交
流
協
会

　
第
五
回
　
　
梅
原
猛
（
哲
学
者
）

　
第
六
回
　
　
加
山
又
造
（
日
本
画
家
）

　
第
七
回
　
　
大
野
晋
（
国
語
学
者
）

　
選
考
委
員
は
大
岡
信
、
菅
野
昭
正
、
樋
口
隆
康
、
平
山
郁
夫
の

諸
氏
。

　
も
う
一
つ
は
『
井
上
靖
全
集
』
の
刊
行
で
あ
る
。
新
潮
社
か
ら

全
二
十
八
巻
の
全
集
が
刊
行
さ
れ
、
現
在
、
別
巻
の
刊
行
を
待
つ
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ば
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
井
上
靖
研
究
会
を
発
足
さ
せ
よ
う
と
い
う
機
運
が
起
こ
っ
た
の

は
平
成
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
七
月
に
広
く
各
位
に
呼
び
か
け

を
し
、
十
二
月
五
日
に
國
學
院
大
学
本
館
会
議
室
に
於
て
そ
の
会

が
開
催
さ
れ
た
。
参
会
者
は
二
十
名
足
ら
ず
と
思
わ
れ
て
い
た
の
゛

に
、
五
十
人
を
越
え
る
人
々
が
集
ま
っ
て
、
発
起
人
一
同
ほ
っ
と

胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
。

　
挨
拶

　
　
会
長
　
荻
久
保
泰
幸
（
國
學
院
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
井
上
ふ
み
（
井
上
靖
夫
人
）

　
研
究
発
表

　
　
井
上
靖
の
童
話
－
詩
的
視
座
か
ら
　
　
　
　
宮
崎
潤
一

　
　
　
『
氷
壁
』
論
Ｉ
「
孤
独
」
と
「
信
頼
」
　
　
高
木
伸
幸

　
講
演

　
　
全
集
の
編
集
を
終
え
て
　
曽
根
博
義
（
日
本
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
高
木
伸
幸
氏
は
広
島
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
学
す
る

研
究
者
で
あ
る
が
、
そ
の
発
表
は
優
れ
た
む
の
で
あ
っ
た
。
井
上

自
身
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
氷
壁
』
は
三
重
県
鈴
鹿
市
に

本
部
を
置
く
岩
稜
会
が
昭
和
三
十
一
年
七
月
に
発
行
し
た
「
ナ
イ

ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
」
報
告
書
を
資
料
と
し
て
書
か
れ
た
小
説
で
あ

る
。
そ
の
資
料
を
実
際
に
人
手
し
て
読
み
、
小
説
と
併
せ
て
検
討

し
た
諭
で
あ
っ
た
。

　
宮
崎
潤
一
氏
（
群
馬
県
公
立
中
学
校
教
諭
）
は
『
若
さ
日
の
井

上
靖
研
究
』
（
一
九
九
五
年
・
土
曜
美
術
社
刊
）
と
い
う
優
れ
た

一
冊
を
持
つ
研
究
者
で
あ
る
。
が
、
今
回
の
発
表
は
、
氏
の
新
し

い
研
究
テ
ー
マ
の
展
望
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
日
大
の
曽
根
博
義
氏
は
、
新
顔
社
の
『
井
上
靖
全
集
』
の
編
集

者
の
∵
人
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
講
演
は
た
い
そ
う
興
味
深
い
も

の
で
あ
っ
た
。
井
上
文
学
を
「
色
彩
と
音
楽
」
と
い
う
観
点
か
ら

見
た
場
合
、
そ
の
文
学
は
色
彩
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
こ
と
。
評

論
と
小
説
の
ど
ち
ら
が
井
上
の
文
学
の
特
色
か
と
い
う
と
、
小
説

が
そ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
作
品
の
題
名
を
カ
ー
ド
に
取
っ
て

い
く
と
、
そ
の
読
み
が
意
外
に
難
し
い
こ
と
。
た
と
え
ば
「
小
磐

梯
」
の
「
小
」
は
「
シ
ョ
ウ
」
と
読
む
の
か
、
「
コ
」
と
読
む
の

か
。
地
元
の
人
は
「
コ
バ
ン
ダ
イ
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
し
か
し

ま
た
、
フ
ソ
ョ
ウ
バ
ン
ダ
イ
」
で
は
な
い
か
と
言
う
人
も
い
る
。
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「
潮
」
と
い
う
字
も
フ
ソ
オ
」
と
読
ん
だ
ら
い
い
の
か
、
「
ウ
シ
オ
」

と
読
む
の
が
い
い
の
か
。
『
黙
い
潮
』
は
「
ク
ロ
イ
ウ
シ
オ
」
だ

と
思
わ
れ
る
が
、
「
潮
の
光
」
『
満
ち
て
来
る
潮
』
は
「
シ
オ
」
だ

ろ
う
と
い
う
よ
う
な
お
話
。
あ
る
い
は
、
折
口
信
夫
、
柳
田
国
男

と
井
上
文
学
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
そ
の
お
話
の
中

に
、
今
度
の
全
集
は
本
当
の
意
味
で
の
全
集
で
は
な
い
と
い
う
の

が
あ
っ
た
。
井
上
さ
ん
の
作
品
は
非
常
に
多
く
て
、
一
ペ
ー
ジ
二

股
組
み
に
し
て
（
全
集
は
そ
の
よ
う
に
組
ん
で
あ
る
）
五
十
巻
は

必
要
だ
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
出
版
社
に
は
そ
の
ゆ
と
り
が
な
く
、

全
二
十
八
巻
、
別
巻
一
冊
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

お
話
を
伺
っ
て
、
納
得
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
私
の

持
っ
て
い
る
か
つ
て
（
株
）
文
語
春
秋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
井
上
靖

の
長
編
小
説
の
何
冊
か
は
、
確
か
に
今
度
の
全
集
に
は
入
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
に
、
今
、
文
学
全
集
は
売
れ
な
い
の
だ
。

　
こ
の
会
に
出
る
に
あ
た
っ
て
、
私
も
調
べ
た
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
文
庫
本
に
収
め
ら
れ
た
井
上
靖
の
作
品
の
中
、

絶
版
に
さ
れ
た
作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

い
。

　
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
学

の
講
義
で
新
潮
文
庫
に
入
っ
て
い
る
『
夜
の
声
』
を
使
お
う
と
、

新
潮
社
に
電
話
を
し
た
ら
品
切
れ
だ
と
い
う
。
理
由
を
間
い
た
ら

年
間
一
平
和
以
上
売
れ
な
い
文
庫
は
、
絶
版
に
す
る
か
ら
だ
と
い

う
。
自
分
が
持
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
在
庫
を
確
か
め
ず
に

テ
キ
ス
ト
に
指
定
す
る
の
は
危
険
な
こ
と
だ
と
そ
の
時
思
っ
た
。

そ
し
て
今
回
、
絶
版
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
っ

た
の
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
は
逆
に

な
る
、
九
九
年
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
井
上
靖
の
作
品
を
文
庫
の

解
説
目
録
で
確
か
め
た
も
の
。

　
新
潮
文
庫
か
ら
は
全
部
で
三
十
六
点
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
Ｔ
几
九
九
年
四
月
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
十
九
冊

で
あ
る
。

　
　
『
猟
銃
・
闘
牛
』

　
　
『
あ
し
た
来
る
人
』

　
　
『
敦
　
　
煌
』

　
　
『
あ
す
な
ろ
物
語
』

　
　
『
風
林
火
山
』

　
　
『
水
　
　
壁
』
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『
天
平
の
蔓
』

　
　
『
し
ろ
ぽ
ん
ぽ
』

　
　
『
蒼
き
狼
』

　
　
『
楼
　
　
蘭
』

　
　
『
風
　
　
濤
』

　
　
『
額
田
女
王
』

　
　
『
後
白
河
院
』

　
　
『
幼
き
日
の
こ
と
・
青
春
放
浪
』

　
　
『
少
年
・
あ
か
ね
雲
』

　
　
『
北
の
海
』

　
　
『
井
上
靖
全
詩
集
』

　
　
『
夏
草
冬
濤
』
（
上
・
下
）

　
　
『
孔
　
　
子
』

　
　
『
あ
る
偽
作
家
の
生
涯
』
『
黒
い
蝶
』
『
詩
集
北
国
』
『
射
程
』

『
憂
愁
平
野
』
『
嫡
捨
』
『
西
域
物
語
』
『
四
角
な
船
』
『
夜
の
声
』

『
道
・
ロ
ー
マ
の
宿
』
『
遺
跡
の
旅
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
な
ど
の
文

庫
本
が
絶
版
に
な
っ
て
い
る
。

　
角
川
文
庫
で
は
二
十
九
冊
が
姿
を
消
し
、
以
下
の
四
点
だ
け
が

残
っ
て
い
る
。

　
　
『
真
田
軍
記
』

　
　
『
あ
る
落
日
』

　
　
『
化
　
　
石
』

　
　
『
星
と
祭
』

　
　
『
黙
い
潮
』
『
淀
ど
の
日
記
』
『
満
月
』
な
ど
の
優
れ
た
作
品
や
、

『
戦
国
無
頼
』
と
い
っ
た
面
白
い
作
品
が
絶
版
に
な
っ
て
い
る
の

が
惜
し
ま
れ
る
。

　
講
談
社
文
庫
で
残
っ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
三
冊
で
あ
る
。

　
　
『
揚
貴
妃
伝
』

　
　
『
わ
が
母
の
記
』

　
　
『
本
覚
坊
遺
文
』

　
文
巻
文
庫
は
二
十
四
点
出
版
さ
れ
た
う
ち
、
次
の
十
一
冊
が
残
っ

て
い
る
。

　
　
『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』

　
　
『
そ
の
人
の
名
は
言
え
な
い
』

　
　
『
魔
の
季
節
』

　
　
『
白
い
炎
』

　
　
『
紅
　
　
花
』

　
　
『
地
図
に
な
い
島
』

－84－



　
　
『
戦
国
城
砦
群
』

　
　
『
月
　
　
光
』

　
　
『
若
き
怒
濤
』

　
　
『
遠
い
海
』

　
　
『
流
　
　
沙
』

　
環
境
問
題
が
重
視
さ
れ
て
き
つ
つ
あ
る
今
、
そ
の
よ
う
な
問
題

を
扱
っ
た
小
説
『
樺
の
木
』
が
絶
版
に
な
っ
た
の
は
、
は
な
は
だ

残
念
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
集
英
社
文
庫
の
八
冊
、
中
公
文
庫
の
四
冊
は
全
て

絶
版
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
九
冊
ほ
ど
井
上
靖
の
も
の

を
出
版
し
て
い
た
旺
文
社
文
庫
は
、
文
庫
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
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